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 2024 年 4 月 11 日 

National Center for Global Health and Medicine 

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター 

国際医療協力局 

報道関係 各位 

国立国際医療研究センター 

国際医療協力局 村上
むらかみ

仁
ひとし

医師が 

Gavi ワクチンアライアンスのプログラム政策委員会委員に 

就任しました 

 

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター（NCGM）国際医療協力局・人材開発部部長の村上仁医

師が、Gavi ワクチンアライアンスのプログラム政策委員会委員に就任しました。 

Gavi ワクチンアライアンスは、低所得国の予防接種率を向上させることにより、子どもたちの命と

人々の健康を守ることを目的として、2000 年にスイスで設立された官民連携パートナーシップ※です。 

日本は GAVI ワクチンアライアンス理事会において、ドナー国議席 5 席のうち一つを、スペイン、イ

タリア、ニュージーランドと共有しており、2024 年度から、プログラム政策委員会にも議席を持つこ

ととなりました。そのため、予防接種の技術側面とディプロマシーの両面に知見と経験を持つ村上医師

が選任されました。 

プログラム政策委員会は、Gavi ワクチンアライアンスのプログラムの技術的側面、政策的側面につ

き、理事会の決定を補佐します。村上医師の委員就任は、日本のグローバル・ヘルス・ガバナンスにお

けるプレゼンスの向上に資することが期待されます。 

村上医師は、今回の任命にあたり「グローバルヘルスにおける国際公益と日本の国益、Gavi ワクチン

アライアンスの支援モダリティーと低・中所得国の保健政策決定（特に予防接種事業への自国財政によ

るファイナンシング）の接点での調整機能が果たせれば幸甚です。」と抱負を述べています。 

任期は、2024 年 3 月から 2025 年 12 月末までです。                                          

※外務省 Web サイト https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/hoken/index5.html より  

村上仁医師 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/hoken/index5.html
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★村上仁医師プロフィール 

 1996 年から 2006 年にかけ、アジアの低・中所得国で予防接種事業強化に携わってきました。 

具体的には、1996-1998 年にラオスにて JICA プライマリヘルスケアプロジェクトで拡大予防接種計画 

(Expanded Programme on Immunization: EPI) の長期専門家、2000-2001 年に中国にて JICA 予

防接種事業強化プロジェクトのチーフアドバイザー、2003-2006 年に WHO（世界保健機関）ベトナム

事務所にて EPI 担当医官を務めました。2009-2011 年には、国連インフルエンザ調整機関 (United 

Nations System Influenza Coordination) のアジア太平洋地域事務局（タイ、バンコク市）にて、鳥・

新型インフルエンザ対策に従事し、H1H1 ワクチンの低・中所得国への供給を補佐しました。 

また、2002-2003 年には、厚生労働省大臣官房国際課にて、WHO ならびに UNAIDS（国連合同エイズ

計画）のガバナンス会合に対応した他、JICA（国際協力機構）の保健領域の二か国支援も担当しました。 
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【国際機関で委員等「規範セッター」を務めている国際医療協力局局員】 

 

国際医療協力局には「規範セッター」と言われる「高度な専門性を持ち国際的組織技術諮問委員などに

参加し、国際的規範・基準づくりに携わる委員」※ が多く在籍し、WHO ガイドラインの策定や評価等

に携わっています。 

「国際規範をつくる場」に日本人をおくり、国際的影響力を強めていくことは、保健医療外交上もきわめ

て重要なことです。      

※厚生労働省 国際保健に関する懇談会 国際保健政策人材養成ワーキンググループ報告書より 

 

  2024年 4月現在 

局員 委員名 等 
就任時期 

任期 

村上仁 

人材開発部長/医師 
Gaviワクチンアライアンス：プログラム政策委員会委員 

2024年 3月 8日～ 

2025年 12月末日 

井上信明 

研修課長/医師 

WHOアカデミー：保健分野における生涯学習に関する 

WHOアカデミー諮問グループ 

2024年～ 

2年 

大川純代 

上級研究員 
WHO本部：ガイドライン評価委員会 外部委員 

2023年 12月〜 

3年 

清水栄一 

上級研究員 

WHO本部：ワクチンのマーケットアクセス向上に関する 

技術諮問委員 

2023年 6月〜 

2年 

駒田謙一 

医師 
パンデミックファンド：技術諮問委員会 技術諮問委員 

2023年～  

2年 

永井真理 

専門職/医師 

WHO本部：避妊具の使用に関する医学的な適格基準および 

具体的な実践に関する推奨の策定委員会 

2022年 11月～ 

定めなし 

WHO西太平洋地域事務局： 

ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ技術諮問委員 

2023年 7月～ 

3年 

野崎威功真 

医師 
グローバルファンド：技術審査委員会 技術審査委員（HIV） 

2020年 8月～ 

4年 

宮野真輔          

専門職/医師 

グローバルファンド： 

技術審査委員会リーダーシップ（副議長）、 

技術審査委員（結核、HIV） 

2023年 9月～ 2年 

2018年 5月～ 定めなし 

WHO西太平洋地域事務局：HIV梅毒母子感染排除に関する 

アジア太平洋地域専門家パネル委員 

2018年 5月～ 

定めなし 

小原ひろみ        

専門職/医師 

WHO西太平洋地域事務局： 

新生児プログラム独立レビューグループ委員 

2015年 11月～ 

定めなし 

WHO本部：「妊娠出産と周産期の優先 WHO 推奨改訂」に 

関するガイドライン策定委員 

2018年 5月～ 

複数推奨策定完了まで 

WHO本部：母と新生児情報の成果と結果トラッキング 

技術諮問委員会委員 

2020年 12月～ 

2026年 4月 



4 

 

【NCGM 国際医療協力局について】 

NCGM 国立国際医療研究センター国際医療協力局は、グローバルヘルス分野における専門機関として、

厚生労働省、外務省、JICA（国際協力機構）等の政府・関係機関や、WHO（世界保健機関）をはじめと

する国際機関、大学・研究機関・学会等のアカデミア、さらには NGO や企業等の幅広いパートナーと

連携し、低・中所得国における技術協力プロジェクトへの専門家派遣、国内外の保健医療人材の育成の

ための講座や研修の提供、国際保健医療の研究、国際会議等を通じた政策提言など、低・中所得国の医

療や保健衛生の向上を図るためさまざまな活動を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★本件に関するお問い合わせ先                                         

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター（NCGM） 

国際医療協力局 広報情報課 

昆
こん

 弘人
ひ ろ と

 

〒162-8655 東京都新宿区戸山 1-21-1 

TEL  ： 03-3202-7181（代表）内線：2744 

E-mail ： koho@it.ncgm.go.jp 

 

https://kyokuhp.ncgm.go.jp/index.html 


